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巻頭言

「幕 の内 （松花堂）弁 当」的 な月 ・惑星探査方 式もこ れ か らは 面白 い か も？

1．r宇 宙」の 閉塞感

　 現 在 ，月 探 査 周 回 衛 星 ：SELENE 計 画 の 次 の ス テ ッ プ と し て ，SELENE − B 構 想 が

ISAS ／NAL ／NASDA の 3機 関 に よる 共同 ワー
キ ン グ ・

グ ル ープ （実質 的 には 約 30〜 40名）で進 め ら

れ て い る．こ れ は ，ラ ン ダ ー（約 1．5toniH・∬ A ロ ケッ トの 1／2能力相 当 ）を打 ち 上 げ ，月 面へ の 軟 着陸

技術 を習 得し ， 同 時 に価値 あるサ イ エ ン ス
． 例 え ば ， クレ ータの 中央 丘 へ の 探 査 を ロ ーバ に より行 い

，

「月 の 起 源と進 化」の 解 明 の
一

環 に役立 て ようと云 う構想 で ある．

　こ の グ ル ープ は ， 分科会形 式 で 極 め て 活 発 な活 動 が 行 わ れ て お り，多くの 若 手が面 白が っ て 作 業

や 議 論 に 頻 繁に 参 加 して い る が ， 問題 は ，今の 字宙開発 の 状況 を観 る と，構 想 の 面 白さや 意 味だ け

で は，こ れをプ ロ ジ ェ クト化す る ことは 本 当 に難 し い ことで ある．

　こ の 根 拠は ，長 引 く不況 も災 い し特 殊法人 で ある NASDA の 予 算が 毎 年大 幅 に減 っ て い る こ とだ

けで なく，3機 関統 合 もきっ か けとなり，SELENE −B だけで なく宇宙科 学的な ミッ ショ ン 全て が ， 最近特

に 全 て の 組織 （独 立 法人 ）に要求され るようにな っ た 「社会 に 役 に立 つ こ とを／資金 は 自らが 調 達す る

ように」と云 うス ロ
ー

ガ ン に押 しや られ 易 くなる と懸念 するた め で ある．実は ，もっ と大 きな理由 は，「宇

宙」が 我が 国 い や 世 界の 中で ， 社会的 な位置 付け ・地位が 下 降し，閉塞状態 に 陥 っ て い る こ とで ある ．

　 こ の 状 況を少 しで も打 開する 手段 の
一

つ として ， 「幕の 内 （松花堂）弁当的 SELENE −B」を，　SELENE −

B の まとめ役の
一

人 として 最 近 グ ル ープ の 皆 に 提 案 （現在 まだ実 行 に 移 され て は い ない ）したの で ，そ

の概 略 を示した い ．こ れ は ，他の 宇 宙科学 ミッ シ ョ ン の こ れ か らの や り方 に も一
石 を投 じるか と思 うか

らで ある．

2．幕の 内 （松花堂 ）弁 当的 SELENE −B

　料亭 「吉兆」が 元 祖と称 され る懐石 的 な幕の 内 弁当 ， い わ ゆる松 花堂 弁 当は
一

般 的に 「田 の 字 」の

仕切 の ある
一

尺四 方の 箱形 を 器として，各仕 切 に は，名前 が 付 い て い る．

下

上

上

下

右

右

左

左

だ い ど こ（台所 ）と呼称 ・握 り飯 ・実質

ね べ や （寝室）と呼称 ・魚 ・楽 しみ

きゃ くま（客 間）と呼称 ・季 節の モ ノ ・応対

で い （出居）と呼 称 ・ね りもの ／酢の もの ／その 他 ・普段 の 交際 の 場

　 こ の 枠組み を借 りて，次 の ような SELENEB の コ ン セ プ トが 創 り上 げ られ る．

  一言で 本 コ ン セ プトを述 べ ると，日本／NASA ／ESA ／
一一

般 （日本 ／ア メリカ ／ヨ ーロ ッ パ ）賛同者 の 4 者

　が ラ ン ダー（計 4機）を 各 々 担 当 し ， 自らが 選 ん だ月面 の 4箇所 に 軟着 陸させ サイエ ン ス とパ ー
ホ マ

　 ン ス の 4者が 平等に寄 与 する協力 体制 を構 築す るもの で あり， 新 たな ことは，資金 面で サ ポー
トす

　 る
一

般賛 同者 を仲 間に加 えた こ とで ある．

　こ れ こそが 正 に 「幕の 内」構造 の 神髄 で あり， 本当 の 国際協力 に繋 がる．ISSの ように NASA 主 導

で は面 白くない が ，しか し，日本主導 で は ， 相 手が付 い て こな い し ， 資金面で も問題 とな る．別の 言 い

方をすれ ば ，ある 意味で ，「幕 の 内 」構 造 は ， 焦点が な い の が特徴で ある．「優 先順位」と
．
か と逆の 発想

で あ り，あ るメ イン ・デ ィッ シ ュ が頑張 る 「西 洋料理 」とは異 なり， 皆が 少しずつ シ ス テ ム 的に 配置 され ，
…

つ の 具 が 　強 く主 張 す るの で は なく，
バ ラ ン ス が 命 とい う，まさに ロ本 の 13種 類 （季 語 の 分類）の 季

節の 移 ろ い を閉 じこ めた ，日本 人 的なモ ノの 発想 で る．

  「出前」が 必 要 ，す なわ ち打 ち 上 げ ロ ケ ッ トが い るが ， 「ア リア ン 5」使用 を
一

応想 定 し ， ESA 担 当 と

　す る ．こ の ロ ケ ッ トは ， 打 ち 上 げ 能力 が H −　ll　A の 約 2倍 あるため ， 現状 の SELENE −B の 特性 （H 』
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　A ロ ケ ッ トの 1／2 能力相 当）とも矛 盾 しな い ．．また ， 打ち上げ場 所か ら考え て ， 宇 宙機 に RTG （原 子

　力電池）を使用 す る ことも容易？に な り， 月面で の 夜 間活動 が 可 能 となるか もしれ な い ．

  一尺 四方の 箱形 は ， 月 まで の 「母 船 」に見 立て るこ とが で きる．月周 回軌 道 まで の 推 進 薬 搭載 や 4

　種類 の ラ ン ダ
ーを搭載 し分離す る 役 割を担 うが ， 先輩格の NASA に 開発 担 当を依 頼し，イ ン テグ レ

　
ータとして の 華 を持 たせ る の も一

案 で あろ う．ラ ン ダー 分離後の 母 船 は ，デ ー
タ中継 の 役割も果 た

　すの で ， 極域で の 活動 や 月 の 裏側 探査 も可 能となり，サ イエ ン ス として の 価値 も増大 す るで あ ろ う．

  本 コ ン セ プ ト．
O 特徴 の

一
つ は ，．開発資金 を一般 の 出 資者 （客間に居 る 人？）か ら募 り， 出資 へ の お土

．産として ， サ ービ ス
！
ラ ン ダ ーを搭載す る こ と で ある．勿詒 ，こ の ラン ダ

ー
の 開発 は ，宇宙機 関 （例 え

　ば ， 日本 ）が 行 うが，皆か らア イデ ア を募 集 して ，月面 で 様 々 な パ ーホ マ ン ス を 演 じる．例 え ば ， 月

　面 に記 念 に なる 何 らか の モ ニ ュ メ ン トを造 る な ど．こ の ア イデ ア は ， 正 に 「氏神 様 の お 祭りの 寄付」

　の 気分で ，技術 開 発 や サ イエ ン ス を含め て ，一緒 に楽しん で 欲 しい との 表現 で もあ る．

　　別 の 言 い 方 をすれ ば ，NASA は ，「Edu ・tainment （Education ＋ Entertainment ）」と称 して ，宇宙

　教育 に レ ベ ル の 高 い 活 動 を行 っ て い る が ， 小 ・中 ・高 ・大学 生 を含 む若 者 達 に 現 在お よび未 来 の

　「宇宙 に対 す る サ ポ ーター」に な っ て もらうこ ともこ の …環 に含 め られ る．西部 ラ イオ ン ズが 子 供達 に

　ライオ ン ズ の会員 （入会金 ：500円 ？）に な っ て もらい ，会員 費以上 の 特典 （ラ イオ ン ズ 帽子 ・1年間の．
無 料入 場券など？）を与 えた こ とが ， 彼 等が 大 人に な っ たときに ， 「ライオ ン ズ フ ァ ン 」へ と成 長して い

　 っ た話 し は 有名 で あ る．

  本提 案の 実現 に とっ て最 大 の 課題 は ， NASA ／ESA との 連携を取 り付 け る ことで ある．　NASA は，

　月探査 より火星探査 に興 味を 持 っ て い る し，ESA の 興 味 は い まい ち ハ ッ キ リしな い の が 現状 ？で あ

　る．ISSが 好 例 で あ る が ，国際 協力 に す る こ とで ， 各機 関お 互 い に プ ロ ジ 4 ク ト化 し易 くなる こ とを

　今後強 調 し参加 を促す ．

  開発資 金面 で あ るが ， 3 機関以 外 の 一般 賛同 者か らも資金参加 を募 り，夢を売 る 方式 は ，今 まで の

　宇宙開 発 に な い 方式 で ある た め ，新 しい 試み として ，賛 同 を得や す い と予 想 され る ．最近 ，独 立 行

　政 法人 化が 進む 中 ， こ の 方式 は歓迎 され るこ とに なる で あろう．なお ， 予定 通 りに 一般か らの 賛同 者

　数 が 少 なか っ た場合 ．協定 で 3機 関 が不 足 分 を補うように して お け ば ， リス ク は
・一

応避 け られ るで あ
　 ろう．

  各 ラ ン ダ ーの コ ン ポ ーネ ン ト， 例 え ば ， 推進 系 ・
通信 系 ・IMU な どを可能 な限 り共通 化す る こ とに よ

　 り， 大幅 なコ ス ト低減 を図 れ る可能 性 が ある ．特 に ， NASA な どが 開 発 した 高機 能 ・
小 型 の コ ン ポ

　
ーネ ン トが使 える こ とは ，軽量 化 ・コ ス ト低減 から極 め て 魅 力 的とな る．また ， NASA ／ESA ネ ッ トワ

　 ークが 使 え る の で ，コ ス ト低減 に 繋 が る ．

  本 コ ン セ プ トは ，「国際 協 力」の 形 を取 りなが ら ，

一
方 ， 「国際 競争」の 趣 も有 して しまうで あろ う．ど

　の ラン ダ
ー

が 成功 するか の 楽 しみ ，す なわち 「お 国 自慢」が生 まれ ，開発 者 の モ ラ ル も高 くな る．Deep

　Space は，まさ に 「文 化 」で あ る の で ， 楽 しい こ と面 白 い こ とが大 切 だ が ， こ れ で 面 白くなる．
  各 ラ ン ダ ー

の 開 発担 当 は 決め る が
，

こ れ に 擣 載す る 観測 機器 などほ ， 各 国 の 科学者 が 相互 乗 り入

　れ を行えるように する ．こ れ に より， 本 プ ロ ジ ェ クトに参加 する サ イエ ン テ ィ ス トの 範 囲 ・人 数が 大幅

　 に増加 し，活気 が生 まれ る．

　以 上 ，S肌 ENE −B を モ デ ル に ， 「幕 の 内」構造 的 な や り方 を未した が，閉塞感 漂 う最 近 の 宇宙 開発

にとっ て ．一
競の 賛同者 も参 加 さ せ る 新 しい 方 法 は ， 今後 の 月 ・惑星 探査 の 「雛形 」「新 た な枠 組 み」

となり，「低 コ ス ト化の モ デ ル 」と さえなり得 る 可能性 が あ る．

長 島 隆一
　宇宙 開 発事業 団 SELENE 　プ ロ ジ ェ クトマ ネー ジ ャ
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